



































































触は、各階層（公儀、領主〈広い意味で〉 、村町）を経て領民に伝達されることから、まず両領国の所領構成（領主 ）とすでに知られている構造を確認する。次に 『幕末御触書集成』
（18）に収録されている




















等によっている。京都は地子免許で、公儀直轄であるため、町数のみ入れている。ｂによると三国の領主は 山城国が六一二と特段に多く、丹波国八一、丹後四と激減していく。太閤検地の村切り 生じ 生活共同体の村は単に「村」 、 そのなかに設定される領主の領地を「行政村」としている。 に複数の行政村が設定された場合、村は相給村 行政村は相給行政村としている。朝廷と寺社 係の領主をまとめ 「伝統権門」 分散・錯綜の度合いをしめす数値である村 率％（相給村数／全村数） 、行政村相給率％（相給行政村数／全行政村数）を示している。両率が高いほど分散 が強 ということになる。行政村の配置状況の図は、山城国と丹後国の中間の状況を示す丹波国（図２）を掲載した。分散・錯綜している様子 わかる。このような村町を公儀触は隈なく伝達されたのであ
　京都・三国の内部構造の基本形は「はじめに」で述べた徳川領国の






村数＊ 相給村 村相給率％ 行政村数 相給行政村 行政村相給率％
京都（洛中
洛外町続） ― 1920（町） ― ― ― ― ―
山城国 222,252 500 231 46 2,049 1,780 87 
丹波国＊ 329,203 998 96 10 1,124 222 20
丹後国 146,724 409 3 1 412 6 2
表１　明治初期等京都、山城・丹波・丹後国所領構成
a　地域別村・行政村状況







朝廷関係 327 96,719 1,134 1,024 90
寺社関係 208 35,467 534 504 94
計 535 132,186 1,668 1,528 92
代官 4 11,924 92 68 74
奉行所等 7 27,514 85 62 73
国内拠点藩 1 21,795 49 22 45
国外拠点藩 6 13,089 39 3 8
旗本 39 14,731 81 63 78
計 57 89,053 346 218 63
不明 20 1,013 35 34 99
合計 612 222,252 2,049 1,780 87
丹波国＊
代官 1 9,336 41 19 46
国内拠点藩 7 229,169 713 53 7
国外拠点藩 7 28,906 98 31 32
旗本 46 55,930 229 91 40
計 61 323,341 1,081 194 18
伝統権門
朝廷関係 6 5,517 25 11 44
寺社関係 14 346 18 17 94
計 20 5,863 43 28 65
合計 81 329,203 1124 222 20
丹後国
代官 1 40,112 127 2 2
国内拠点藩 3 106,612 285 4 1








近世後期は、京都は広い意味の行政だけの、京都町奉行と町民の「 （奉行） （ （ 　）は役人・役所の意）
―
領民（町民） 」 、山城国・丹波国は朝















豊臣秀吉に仕え活躍するが小牧長久手の戦いで徳川軍の攻撃により長男元助ととも 討死する。 同家を継いだのは恒興の二男輝政であった。後に輝政は仇敵家康の娘を後妻に迎え、関ヶ原 は家康を支えた
（27）。輝政はその戦功で播磨国五二万石の大名となり姫路を拠点とし





る家である。このことから、徳川領国へ属する家、 いわれ かもしれない。しかし、本家は国持外様であることから 国持外様領国に属するとしている。
　所領構成の集約は表２ （ａ、 ｂ） である。給人も領主
（30）として旧高 （ 「鳥
取藩領分」と寺社領のみを掲載）と地方知行のデータ「弘化二年巳九月 　因伯給人所付帳」 （後述、以下「所付帳」 ）をあわせて分析した結果
（31）である。
　同家の地方知行は、明暦二年（一六五六）に給地（行政村）ごとに











1 因幡 193,342 561 387 69 1,799 1,625 90 
2 伯耆 245,035 778 419 54 1,444 1,085 75 
合計 438,377 1,339 806 61 3,243 2,710 84 
記号 領主 領主数 石高 行政村数 相給行政村数
行政村相
給率％ 備考
1 ◎ 池田家直轄 1 228,947 1,310 803 61 
＊＊
2 Ｄ 寺社 ＊ 4,835 134 112 84 
3 Ｋ 給人 578 204,594 1,799 1,795 99 












































関係役人等については次章の検討の中で述べるこ にした 。なお、自分手政治（町等）の図における位置付けは、伝達ライン上にのみ位置付けをしている。また池田家当主へ ライン 後述の分析 は確認できなかったが、重要事項の触についてはこれも後 の先行研究（池内
敏











































































































































記号 触留等名 対応触数 未対応触数 計
（基軸） （幕末集成） 453 ー ー
d 被仰出之留 5 0 5
e 江戸町触集成 210 ー 210
f 京都町触集成 40 3 43
g 郡中代日記 10 0 10
h 公儀御触控 76 6 82
I 江戸家老日記 71 10 81
j 家老日記 10 1 11
k 在方諸事控 7 1 8
l 町奉行御用日記 4 1 5
m 銀山村御用状写 3 0 3
表3　d〜ｍ各収録公儀触数








1 9 一当月東叡山 御霊前　御参詣…
5 1 9 万石以上、并諸番頭、諸役人之諸大夫斗 可被罷出候 …
6 5 4 町中ニ而家屋敷致売買候節、町礼かろく致…
7 5 27 御祝儀事、其外都而万石以上之面々より献上物…
8 7 14 拾万石以上之面々蔵板書物之儀、此度御触出候処…




11 2 9 当月十八日釈奠被　仰出候ニ付…
12 2 17 来卯年四月日光山　御宮御参詣可被遊旨被…
13 5 5 町中ニ而家屋敷致売買候節町礼軽く致し振廻ニ堅無用…
14 5 26 上野文殊楼御修復ニ付…
15 7 14 拾万石以上之蔵板書物之儀…
16 8 7 当月十一日釈奠被　仰出…　
17 11 14 上野文殊楼御修復ニ付同所往来差支候付…
18 11 23 来卯年四月十三日日光山江　御参詣　御発駕之節…
19 12 21 一歳暮之為祝儀老中堀大和守、若年寄中江被相越候儀…　
20 ｊ 家老日記 8 8 近年諸色之儀、元方手薄相成り…
21 ｋ 在方諸事控 8 8 近年諸色之儀、元方手薄相成り…
22 ｌ 町奉行御用日記 8 14 近年諸色之儀、元方手薄相成り…












　　 　　　 水野越前守殿御渡　　 　　　大目付江　　 文政度以来金銀吹直被 　仰付候処、当時保字金銀、壱分銀、　　 弐朱金等を 、専世上通用ニ被成置候、右ニ付而者、文政度　　 之文字金銀、草字弐分判、弐朱銀、壱朱銀等、此度不残通用　　 停止被 　仰出候間、其旨相心得、凡古金銀、是迄停止之品共　　 所持致し候者ハ、多少共有体之員数銘々より書付 其筋へ可　　 差出候、数度引替之義相触候得共、今以引替残 之高不少候　　 者、畢竟金銀持囲 余力之者共、品位宜と存し候方を宝と致　　 し、隠置候故ニ候哉、人情ニおゐて無謂事ニハ無之 得共、　　 心得違ニ而候、 （中略）此上猶隠置候ハヽ 取上之上厳敷咎　　 可申付候、此旨能々相心得、違犯致間敷　　右之趣、諸国御代官所、御預所、諸奉行所 私領ハ国主 領主、　　地頭より不洩様為触知、停止之 所持之有無吟味致し、所持　　之者ハ為書出、御勘定所江右書付可差出候 遣方之儀者　　御勘定奉行江可申達候、若持隠し之吟味、不行届等閑 儀も有　　之ニおゐてハ、面々可為越度 右之通 被相触候、
　　　　　　八月　　 　　　　（注記の史料番号等を省略した部分もある）　文政期鋳造の貨幣と天保期鋳造の貨幣と 引替が進まないため発給
された触で、 老中水野越前守忠邦から大目付（初鹿野信政外二人の内）へ渡 ている。日付（幕末集成凡例では出典史料を作成した役所等に当該触が到達した年月日）は八月六日となっている。出典は、柳間席大名家の編纂であることがほぼ疑いないとされる「幕令類編」 （内閣文庫本）である。触先が「諸国御代官所、御預所、諸奉行所、私領ハ国主、領主、地頭」とあり、いわゆる全国触（令）である。全国触については後述する。二 　江戸（参考）
　徳川領国を分析する際には江戸は必須の地域であるが今回は京都三














　　 　（幕末集成四一一三本文）　　右之通御書附出候間、町中不洩様入念可相触候　　 八月三日 　　　　　　　　　　　町年寄役所　　 　　（ 集成一三六八五、校注の符号等は省略）　記事から町年寄役所から八月三日に町へ伝達されていることがわか



















　　 寅八月　　 　　　 　　　　　　（京都集成通番五九八、注省略）　添書には「従公儀」の類の文言はなかった。公儀触と判断した根拠
を確認しておきたい。
　添書中の「従江戸」に注目したい。　この「従江戸」触は、幕末集成に対応する公儀触 〇触の内に二二









渡有之、 （中略） 、 此旨洛中洛外江」
（58）のように「於江戸表」 （または「江






















かった。先にみたｆ京都集成の記事中の添書にある 「洛中洛外へ （江） 」の記載や別稿により両国の公儀触伝達の状況を補足しておきたい。
　京都集成は洛中洛外町続（一九二〇町）の都市域を触先として編纂
されているが、 結論を述べると同集成の「洛中洛外へ（江） 」の「洛外」は洛中を除く山城国全域を意味していると判断される。こ ことは、別稿「近世『徳川領国』における山城国の構造」
（63）から判断している












トあった。①方内ルート、 ②郡切ルート （前述） 、 ③領主ルート、 である。①は慶長六年（一六〇一） 、所司代板倉勝重の命によるもので、京都四条室町の辻を基点に同国を水平垂直に四分割し、所司代、そ 後は京都町奉行所からの触（公儀触も含む）を、雑色を触頭として各分割地域の村々に伝達するもので る
（67）。②は京都町奉行支配国の一機能
（68）
としてのものである。支配国は、藪田貫氏によって明ら にされ もので、はじめは京都町奉行（寛文八年〈一六六八〉設置） 、京都代官が上方八カ国を対象に司法立法を含むひろい意味の広域行政を行う体制であった
（69）。その後、享保七年（一七二二）に京都町奉行支配（山













































と村々を中継する役である郡中代 陣屋元村の庄屋が兼務していた。その日記が郡 代日記（村関係記事も一部含まれる）である。同日記は五月から 録されているため天保一三年の実数は不明で るが、一つ書きで一七七の記事が記されている。 その内、 公儀触は一〇触であった。幕末集成四一一三の記事は次のとおりであった。
　ｇ 　郡中代日記
（78）九月一八日条）
　　　　九月十八日　　 御廻状之写　　（幕末集成四一一三本文）　　右之通御書付出候間、得其意御触之趣堅相守文字金銀草字弐分　　判弐朱銀壱□銀所持 者 有体之員数一村限り取調□可書出候、　　此廻状村名下令受印、刻付を以早々順達、留 よ 可相返者也　　 寅九月十八日 久美浜 役所　　 　　　 久美浜始り、新谷村留り
　　　　　　未上刻拝見、即刻神谷村江継送り申候、以上　添書に「従公儀」の類の文言はなかった（その他の九触にもないが、「江戸表より被仰出」が一例あり）が、 内容によって公儀触と判断した。取調べを命じているなど周知徹底がうかがえる記事である。陣屋元村に約一ヵ月半を要して伝達されている。



























　　仰出候ニ付、右御廻状之写し一通為持遣候、町中不残様ニ相触可　　被申候　　 四月十八日　　但し、御触書之趣左ニ書写ス　　今度、従 　公儀左之通被 　仰出候間、御書付之趣可相心得候、以　　上　　 戌ノ四月十八日　　（ 「絞油稼禁止并手絞之油大坂え可積登之事（御触書天明集成二九　　六一） 」本文）　　（後略）　　 　　（ 「明和三年御用諸色之控」 〈 『峯山藩関係史料集成』　　 　　京丹後市、二〇一〇年、一二五頁〉 ）　触は、宝暦九年（一七五九 に出された絞油草の触にかかわって明












































































あり、それを触書にして屋敷中への三通（上屋敷等と判断）を目付へ渡し、さらに国元へ飛脚で送る「筈（予定） 」とある。ｈでみた「到来」についてはここでも判然としないが、同日記七月二七日条には、御用番老中土井大炊頭利位より留守居が呼出されて御達書（幕末集成六〇三三「異国船無二念打払停止薪水等給与之事」 ）を受け取ったとの記事があり、 直接手渡されることもあったことを確認しておきたい「触書三通」を渡された目付の日記
（92）八月六日条は、 「一大御目付中よ



















　　　ニ記之、歌舞妓役者之儀は御目付江申聞置之。　　 郡代 　　　　　寺社奉行 　　　　町奉行　　 米子 　　 　　倉吉　　荒尾内匠介江申遣ス。 小八郎より申遣ス。　　 　　　　　 　　　松崎　　 　　 　豊前より申遣ス。　　 八橋 　 浦留　　 津田石見江申遣ス。 藤輔より申遣ス。













条を確認すると、 「△ 、左之御触 老共御家中江相触候付、御当











日記中の公儀触と対応している は二触（幕末集成四一一三、四七一五）だけであった。この結果によれば、国元への公儀 の伝達については江戸家老が判断していた ではなく 他の誰かが判断していたという可能性がある 今後の課題としたい。
　家老は公儀触を家中へ伝達していることがわかる。
四 　在御用場












































　　触出ス　　 （幕末集成四一一三本文）　　 猶以触口有之面々者左之趣触口之者共江茂可被申渡候、以　　 上　　従　　公義別紙之通被 仰出候間被得其意末々迄可被申付候、以上
二三七
京都府立大学学術報告「人文」第七十号



























頭庄 ）として か たが、天保期頃ははっきりとしたこ はわからないようである。村に 庄屋、株庄屋
（118）等が置かれていた。
　銀山村（因幡国岩井郡、図４参照、現岩美町字銀山）は、旧高によ
ると石高八一石余 、所付張 よると給人山崎工允の 村（給知高四四石余）があった村である。同村に伝達された触は庄屋等を勤めた山口家の当主によって書き留められてい 。それが銀山村御用状写である。御用状写の原題は「 状入念之分ハ書写シ置覚帳」 あるが、整理で付与された文書封筒記載の書名の「御用状写」を採用している。この御用状写の類は、他の年であるが、同家文書内にある庄屋交替時の文書引継目録には記されないもので、 を勤めた山口家当主が独自に、原題にある「書状入念之分」 （重要）という基準にもとづき触を写し留めたものと判断される（取捨選択の可能性がある） 。天保一一年十二月二〇日から同一五年 月晦日までの五二
（119）の触（公儀触、







　　（同四七五五「旅稼之歌舞伎役者共抱入間敷之事（同年七月八日） 」　　同）　　（同四一一三「通用停止之古金銀早々可引替之事（同年八月六日） 」　　同）　　一筆申入候、然者　　 従　　 公義別紙三通之通被仰出候間、被得其意村々末々迄 被申渡　　 候、右為可申入、如此候、恐々謹言　　 九月廿三日 石原節之丞　　 　　　 天野利藤太　　 　　 八石幸左衛門殿　　 　　 宮本十左衛門殿　　右之通被 　仰出候間、左様相心得村々末々迄可被申渡候 恐々　　謹言
 　　 十月朔日 　宮本十左衛門 　　 　　　八石幸左衛門 　右村々 太（大）田より奥鳥越迄
 


































指摘しておいたが 取捨選択前の触を確認す には、ｋ在方諸事控、ｌ町奉行御用日記で在町に伝達された しておく必要がある。その結果は未対応の触と 方へ しない旨 記載がある触
（128）、銀山
村に伝達された三触を除くと ①「姫君様誕生之処表向御弘不被仰出等之事」 （幕末集成〇六七四） 、 ② 「古金銀等引替残早々可引替之事」 （同四一一六） 、③「新暦頒行之事」 （同四七一五） 三触である。①③に触先を具体的に示す文言 ない。②は触先から全国触である。
　また、ｍ銀山村御用状写の天保一二年の公儀触は、①「姫君様呼




にみると、 ①禁裏御吉凶等之事（鳴物停止一触） 、 ②上洛并上使之部（上洛御簾館一触） 、③倹約之部（町在家作・金銀具類武器等三触 、④金銀銅銭并出銅古地銅等之部（古文字金引替等八触） 、⑤風俗 部 百



























































的には「藩を公儀とした場合、それより上級の公儀の意味で」の「大公儀」としたが、同氏は、また別稿 「公儀」は、武家領主の共同利害を保証する機構であるが、それを担うのがその武家領主の 第一人者の『家』の体制」であった 述べられている。さらに近世の国持大名の家中の構造は家門・譜代と外様 か なっていたが、 「徳川将軍




譜代と外様）の外様ように、国持大名は、 「徳川家中」の外様として編成されなかったと理解でき 。しかし ってど ように編成されたかははっきり 読めない。推測であるが、それは、今野真氏が紹介 仙台伊達家当主吉村の同家と公儀の関係についての見解「国持大名ハ、 （中略）全ク御譜代衆之様ニハ無之、御下臣とも客人ともつかぬ様成御あひしらゐ」
（135）という編成ではなかろうか。なお、この











すると、両領国とも全国触としての風紀、貨幣などの触は在町まで伝達され 。その他触は江戸（特に多い 、京都・三国（丹後国はｇ郡中代日記に確実なその他触は確認できないが本庄家領に伝達された江戸にかかわるその他触があ た）に伝達されている。
　なお、三章の「まとめ」で確認したように因・伯の村には天保一二



























































より池田家直轄地で行われていた「 （家中）からの触伝達」へ移行して成立したものといえる。そして自分手政治の大身給人だけが触伝達を行うあり方がＤとして残された い る。このことは先 水本氏所論の領主権限（行政）が奉行へ分離する状況
（146）と同じと考える。
　なお、Ａでは、公家等は触伝達を行っていない、Ｂは、丹後国の場


















　追記 　本稿を草するにあたって図書館、 博物館、 アーカイブズの方々




給人・村等）川（触伝達ルート） 、領国境の素描に終わった、という感は否めない。最後に御批判、御教示等をお願いして きたい。【注】（１）本稿の幕藩体制の理解は尾藤正英氏の見解（ 「幕藩体制」国史大
辞典）によっている。




於ける大名領有権の不可侵性について」 （ 「日本史研究」 一八七号、一九七八年） 。
（４）①金沢前田家、②鹿児島島津家、③仙台伊達家、④熊本細川家、
⑤福岡黒田家、⑥広島浅野家、⑦山口（慶応四年）毛利家、⑧佐賀鍋島家、⑨鳥取池田家、⑩岡山池田家、⑪徳島蜂須賀家、⑫久留米有馬 ⑬秋田佐竹家、⑭高知山内家、⑮米沢上杉⑯盛岡南部家、 ⑰宇和島伊達家、 ⑱二本松丹羽 ⑲柳川立花 。
（５）
 近江国の仙台伊達家領（九五〇〇石 金沢前 領（二四〇〇石） 、山城国の熊本細川 の家老松井 領（三二〇石） その他国持外様家の公儀御料の預地などは図示できなかった。
（６）京都府立総合資料館で、近世の領主と村町ごとに閲覧ができる
















」 （同三四、 二〇〇六年） 。
（８）藤野保「 （２）徳川幕藩領国体制の形成」 （ 『幕藩体制史の研究』
吉川弘文館、一九六一年） 、矢守一彦 幕藩社会 空間秩序につ
二四四
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いて」 （ 『幕藩社会の地域構造』大明堂、 一九七〇年） 、 今野真「 『土芥寇讎記』と大名論」 （Ｊ・Ｆ・モリスほか編『近世社会と知行制』思文閣出版、 一九九九年） 、 針谷武志「領知経営と幕府」 （ 『徳川幕府事典』東京堂出版、二〇〇三年）等。
（９）拙稿にふれられたのは、坂本敬司「県外研究者による鳥取藩研





」 （ 「日本歴史」七一六、 二〇〇八








10） 「 『公儀』と幕藩領主制」 （ 『朝尾直弘著作集 　三巻』 〈岩波書店、
二〇〇四年、三二三 〉＊初出「 『公儀』と幕藩領主制」 『講座日本歴史
 五』東京大学出版会、一九八五年） 。
（
11） 「幕府や藩の命令や禁止事項」 、 「町や村をとおして伝えられたも
の」 （藤井譲治『江戸時代のお触れ』 〈 川出版社、二〇一三年、二頁〉 ） 。
（
12） 「被仰出之留」 （元禄一〇〈一六九七〉～一五年、後述）に基づ
く見解「原則として将軍綱吉の意向を受け、御用部屋で作成」 、同「すべてが綱吉 意向を直接反映したものばかりでもなく、老中・若年寄の裁量で作成されたものも多い」 （ 『江戸時代のお触れ』四一頁）による。
（
13）水本邦彦「 『触書』伝達と近世社会」 （松原弘宣・水本邦彦編『日









研究』 〈岩波書店、一九九六年〉 ） 。
（
16）鳥取県立博物館所蔵。同館編『鳥取藩政資料目録 （同館、




17） 「名主、 庄屋が、 町奉行、 郡奉行、 代官から伝達された御触れ（法令）








 坂本忠久「都市の『触』より見た天保改革の特質」 （ 「歴史学研究」六七〇、 五年）等参照。
（
20） 「第四章 　藩体制の成立」 （ 『山口啓二著作集 　第二巻 　幕藩制社
会の成立』校倉書房 二〇〇八年、 五八頁 　＊初出『岩波講座日本歴史一〇 　近世二』 〈岩波書店、一 六三年〉 ） 。
（
21）三宅正浩氏は、阿波蜂須賀家を対象とした『近世大名家の政治
秩序』 （校倉書房、二〇一四年）の「序」で従来の「藩」用語について、 「主従的な結合に基づく武家集団としての側面を重視する場合には『大名家』 『蜂須賀家』という用語」 、 「 『御家』の構成員である『大名 とその家臣団（ 「家中」 ）を中心として、領国を統治する政治組織である藩政機構が整備されていく。こうした機構としての側面を重視する場合には『藩 『徳島藩』 いう用語で表現する」とされている。
（
22） 「江戸幕府ではもっぱら将軍を公方といい、 幕府を公儀（こうぎ）
と称した。 」 （ 「公方 ［百瀬今朝雄］ 日本大百科全 ） 。藤井譲治 近世『公方』論」 （朝尾直弘教授退官記念会編『 国家の史的特


























28） 「Ⅰ鳥取池田家の前史」 （ 『特別展 　鳥取藩３２万石』 。 「御国替
え」に対する大公儀の従来の対応について見直しが求められる史料「柴田覚右衛門披露状（寛永九年〈一六三二〉 、高知県立高知城歴史博物館蔵） が「池田光政展」 （鳥取県立博物館）で紹介されていた。 「この内容に従えば、 備前が『手先の国』であり、
二四六
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 本来、 この意味を確認すべきであるが、 別の機会におこないたい。
（
31）成立がことなる資料を合せての分析に無理があることは承知し
ている。 成立時期が同じ頃であり、 現時点で 適切と考えている。問題点については表２ 注＊＊を参照していただきたい。
（
32） 『鳥取県史 　三 　近世政治』 （鳥取県、一九七九年、一七四頁） 、
河手竜海「鳥取藩における荒尾手政治の研究」 （ 「鳥取大学教養部紀要」 〈四巻、一九七〇年〉 ） 。
（







に天明四年のも が現存し、修正が多くなったためそれに代わるものと て当資料を新たに作成し ものとみられる。
 知行高
には「高」 記される場合と、 「朱」と記される場合があり、前者が拝領高をも にする数値、後者は朱高をもと す 数値で記される。
 後者は一村全体が一人の給人に与えられる場合にみ
られる。 」 （ 『日本歴史地名体系 　鳥取県』文献解題） 。
（
34）山中寿夫氏は、鳥取池田家中の地方知行制度を「単なる中世的







36） 『東郷町誌』 （東郷町、一九八七年、二九七頁） 。
（
37） 「九三 　給人吉田三右衛門借銀につき村方書入証文控」 （ 『東郷町











くに町政を委任した形態を自分手政治と称した。 （中略）自分手政治の初期の意図は領内の重要拠点を固めることであった。 （後略） 」 （ 『鳥取県大百科事典』 〈新日本海新聞社、一九八四年〉 ） 。河手竜海「鳥取藩における荒尾手政治 研究」 、坂本敬司「米子
二四七
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組士と荒尾家臣団」 （ 「鳥取地域史研究」二、 二〇〇〇年） 、大嶋陽一「筆頭家老荒尾家の自分手政治」 （ 『中国地域の藩と人』 〈中国地方総合研究センター、二〇一四年〉 ） 。
（
42） 『鳥取藩史 　二（職制志） 』 （鳥取県立図書館、一九七〇年） 、 「鳥








45） 「江戸 府官撰の法令集の通称。当時は とよんだ （中略）






















52） 「幕府編纂『御触書』では、実際は別として、 『手限町触』 、 『手






一九九四～二〇一二年） 。正保五年（一六四八）～慶応四年（一八六八）の町触を「正宝事録」 、 「撰要永久録」等を底本にして収録。
（
55） 「町組を除いた地域（洛外）の民政を担当するとともに、洛中洛
外の治安警察的任務も担って た」 （ 『江戸幕府大事典』 〈一六九頁〉 ） 。
（







７〈内閣文庫〉 ） の 「書付渡り方」












憶アーカイブ」内のデータベース「京都町触インデックス 、 『京都町触集成 　別巻一』に集録されている。今回の分析は前者に拠っている。
（
62）四触は、幕末集成三二八三「佐久山宿等人馬賃銭割増之 」 、同
三二八五「房川渡船賃銭割増之事」 、同五一九一 異国船取計方改正ニ付警衛向取調之事」 、同三二八六「長窪宿人馬賃銭割増之事」である。
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田修編 『近世大坂地域の史的分析』 〈御茶の水書房、 一九八〇年〉 ） 。同氏は京都町奉行支配国を京都の社会経済的基盤と指摘されている。拙稿でも同氏の指摘を受けて皇都（京都）の社会経済的
二四九
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極家である。京極家は一般的には外様とされて るが本稿では譜代としてい （山田洋 「丹後国のま まりと 『徳川領国』 」 〈上田純一編『丹後地域史へのいざない』 （思文閣出版 二〇〇七年、七五頁） 〉 ） 。
（
76） 『久美浜代官所関係史料集』 （京丹後市、二〇一四年、四四頁） 。
（
77） 『図説京丹後市の歴史』 （京丹後市役所、二〇一二年、四〇頁） 。
（
78）神谷神社所蔵太刀宮文書四五三＊。＊番号は「神谷神社保管





は要約で、次のとおりであった。一「問屋組合再興ニ付素人直売買制禁之事」 （幕末集成四三二〇） 、二「今須宿等人馬賃銭割増之事」 （同三三四八） 、三「主人等殺害之九兵衛人相書之事」 （同五〇四八） 「養母殺害等之太四郎人相書之事」 （同五〇四九） 、 「人相書之松五郎召捕ニ付尋ニ不及之事」 （同五〇四七） 、六「天竜川渡船賃銭割増之事」 （同三三五一） 、七「朝鮮信使来聘延引之事」 （同六〇〇六） 、八「古金銀等引替残早々可引替之事」 （同四一四六） 、九「唐物抜荷取締之事」 （同五〇七五） 、一〇「武家寺院 輩鉢植物売買ニ拘間敷之事 同四〇 五） 、一一「壱朱銀吹立ニ付通用并両替心得之事」 （同四一五 ） 、 一二 （紀伊一位殿逝去につき鳴物停止等 一 上総下総の御宮其ほか諸末船及大破候につき勧化） 、一四（御男子様御誕生につき松平長吉郎殿と称す等） 、一五（火之元取締につき武家屋敷にても入念のこと） 、 六（中山道長窪宿等賃銭割増） 、一七（火之元のため屋敷水溜桶差置くこと） 、一八（妙法院宮御抱三拾三間堂及大破につき勧化御免、寄進等のこと） 、一九（公
二五〇
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85） 「留守居」の呼称については変遷がある（ 『鳥取県史 　第二巻 　
職制志』一一頁） 。
（
86） 『鳥取藩政資料目録』 三五七〇 （天保一三年八月
―
九月） 、 竪帳一冊。
表題なし。 「江戸御留守居役は、 『御聞役』とも言い、江戸で幕府・諸大名との交渉・連絡に当たる。その公務日記である。 」 （同目録二七七頁）
（








91） 『鳥取藩政資料目録』二七九八、竪帳一冊、原表題「控帳」 。 「江





着座の家格の一〇家の中から、適任者が任命された（ 『特別展 　鳥取藩３２万石 　図録』三一頁） 。坂本敬司「第一章 　鳥取藩家老制度の成立過程」 （ 『鳥取藩研究の最前線』 ） 。
（






館ＨＰ）による。 「公儀」 「公義」 「御触」 『江戸」等キーワードにして検索を行った 底本の「 『家老日記』は、藩政を統括した家老の元で作成され 公務日記で、表題には「控帳」と記載されている。また別に『御櫓日記』とも呼ばれる。１６５５（明
二五一
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98） 「自分手政治」 （ 『鳥取県大百科事典』 ） 。
（













103）大坂蔵屋敷に詰めて、年貢米の販売や大坂城代との交渉を行う（ 『特別展 　鳥取藩３２万石』三四頁） 。
（
104） 「武士屋敷ニ而博奕等制禁并召捕方之事」 〈幕末集成五〇〇七〉 ） 。
これは大坂蔵屋敷への達しであるが国元へも伝達されている。ほかに別表の幕末集成四二七七・五〇〇九がある。
（
105） 「在吟味役」 （ 『鳥取県大百科事典』 。
（














三三、 一九七二年〉 ） 。＊大嶋陽一氏の御教示による。
（
109） 『鳥取藩政資料目録』八六一八、竪帳一冊。 「郡代・郡奉行が在
へ触れ出した法令の控。原表題は『御條目控』 。 」 （同目録三一三頁） 。
（
110）来見田博基「鳥取藩町奉行の文書管理と引き継ぎについて」 （ 「鳥














































124）大庄屋（ 『付 三）岩井郡大庄屋・中庄屋・宗旨庄屋一覧」 （ 『岩






の一部が翻刻されている。 「鳥取県立博物館研究報告」四九（二〇一二年） ・五〇（二〇一三年） ・五一（二〇一四年） ・五五（二〇一八年） 。
（
127）
































135）今野真「 『土芥寇讎記』と大名論」 （ 近世社会と知行制』五
頁） 。また、国持、譜代大名については、高野信治氏が紹介（ 『近世大名家臣団と領主制』 〈吉川弘文館、一九九七年、四〇〇頁〉 ）されている御三家の一つ尾張徳川家吉通（在任元禄一二〈一六九九〉 ）～正徳三年〈一七一三〉の見解「国大名といふは、
小身にても、公方の家来あいしらひにてなし、また御譜代大名と云は、全く御家来也。三家之者は、全く公方の家来にてはなし」 （ 「円覚院様御伝十五ヶ条」 〈 『名古屋叢書 　１ 　文教編』古屋市教育委員会、一九六〇年、三三頁〉 ）がある。譜代大名の自意識（我が身我が家を忘れてひらすら忠義に勤めなければならない）については拙稿「近世『徳川領国』の所領構成と譜代並・外様・国持」 二三頁）を参照。
（
136）朝尾氏は、大坂加番役の研究（ 『Ⅳ将軍政治の権力構造」 （ 『朝尾
直弘著作集 　三』注５１）から中 の外様大名が動員され譜代並の主従関係が確定される研究を確認されている（前同二六六頁）
 。公家、寺社等は公儀触の伝達は行っていないが、領主と
して酒造について勘定所からの指示に従っ いることからここに含まれるとする。公家、寺社等 領主 ついては公儀 朝廷との関係を含めてその在り方は今後の課題と たい。
（
137）別表のうち御料、私領などの触先文言から、幕末集成八一一・四





















の公儀触①「長崎湊え入津船より浚入用石銭取立之事」 （御触書天明集成三〇一五） 、 ②「官金返済不法催促并高利取締之事」 （御触書 七 を「大公儀御触書」として峰山 町役人が書きとめた記事 （ 「明和三年御用諸色之控」 正月二三日条 （ 『峯山藩関係史料集』一〇八頁） がある。①は内容、触先も全国触である。②は触先が「右之通町奉行より相触候間、向々江寄々可被相達候」 とあり、 一端江戸にかかわってから 「 （諸方面） 」へ「寄々（よりより〈時々〉 ） 」と発給されたもので全国触といえない。この場合の大公儀は領主京極家の公儀 上の （徳川公儀）という意味で 認識と判断される。
（
142）石井良助氏が「 『御触書集成』は、幕府の法令を網羅したもので










その他に関する法令を給所百姓に徹底させなくてはならなかった（御家中御法度〈鳥取藩政資料＊本稿注〉慶安四年二月八日） 」（ 「幕藩体制下における地方知行の性格について」四〇頁〉 ）があり、触の伝達をなんらか行っていたことが知られる。明暦二年（一六五六）の改変以前は給人も触の伝達を行っていたことがこれより判断される。
（
145） 。改変の内容とは「鳥取藩の知行制度が単なる中世的地方知行の
残存形態を示すものでなく（中略）いわば幕藩体制下における藩の支配機構 支えるように再編成された、 （中略）また給人と給所と 間の有形・無形の繋り 可能性を内蔵することによる給人家臣団 経済的な存立基盤としての役割 果 した。 」 （山中寿夫「幕藩体制下における地方知行の性格について」四九頁）である。
（
146） 「所有」の分離については、元禄一一年（一六九八）から実施さ



















































































































492 広大院様従一位勅許之事 ○ ○ 2





494 一位様御加階ニ付献上之節心得之事 ○ 5


























○ ○ ○ ○ 9
675 精宮御養女被仰出ニ付御祝儀之事 ○ ○ 10
























1086 円台院宮忌日変更之事 ○ 15
1087 文恭院様御法事中評定所勤方等之事 ○ 16









1087 文恭院様御霊前御参詣等之事 ○ 20
1087 文恭院様御霊前御参詣行列之事 ○ 21





1092 御表出御無之候之事 ○ 24
1093 月次御礼有之候之事 ○ 25
1094 貞明院様御法事日割之事 ○ ○ 26
1095 讃岐守卒去ニ付御簾中様御忌服之事 ○ ○ 27
1096 香琳院様御法事日割之事 ○ ○ 28





























○ ○ ○ 35











1813 日光御参詣被仰出候ニ付御祝儀之事 △ ○ ○ 37
















2026 御鷹餌鳥納方請負并餌差取締等之事 ○ 43
17 2029 無印之水鳥売買致間敷之事 ○ 44























































































3240 医師之供方風儀取締之事 ○ 53





3282 関宿等人馬賃銭割増之事 ○ 55
3283 佐久山宿等人馬賃銭割増之事 ○ ○ 56
3284 千曲川川越賃銭割増之事 ○ ○ 57
3285 房川渡船賃銭割増之事 ○































3483 河岸地建物之内火焚所引払之事 ○ 66













3489 町々家作土蔵造塗家等ニ可致之事 ○ ○ 71










3493 明家取払抔之浮説取締之事 ○ 75









3496 地代店賃引下方町々名主共江達之事 ○ 79
3497 町火消其外町入用減省方申合之事 ○ 80





3500 家質仕法改正ニ付名主共心得之事 ○ 83















3598 町々木戸并自身番屋取計方心得之事 ○ 86
3599 風烈之節町中火乏元用心之事 ○ 87
































4027 時候外れ之野菜等売出間敷之事 ○ ○ ○ ○ 92
4028 倹約之処身分相応之普請不苦之事 ○ ○ 93


















○ ○ ○ ○ 98




















○ ○ ○ ○ ○ ○ 105
4111 丁銀向後無銘之包致間敷之事 ○ 106
4112 金壱両ニ付銭六貫五百文替相場之事 ○ 107
4113 通用停止之古金銀早々可引替之事 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 108
4114 両替屋打銭相当ニ引下売買可致之事 ○ 109
4116 古金銀等引替残早々可引替之事 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 110








































4260 与八豆腐直下願之通被仰付之事 ○ 121





4263 組合仲間等停止之儀遵守方心得之事 ○ ○ ○ ○ 124
4264 亀三郎等新規湯屋差免之事 ○ 125



























4276 湯銭壱人六文ニ引下之事 ○ 135














4283 問屋組合仲間停止ニ付玉子納方之事 ○ 141





4286 員数不足之差銭渡候商人取締之事 ○ 144
4287 不正之筋ニ無之前金遺候儀不苦之事 ○ 145
4288 領主地頭〆売同様之取計致間敷之事 ○ ○ ○ ○ 146









4387 酒造株改称并引分貸渡等制禁之事 ○ 150
46 枡秤之部 4398 仲間組合差止ニ付両替屋共江渡置候 ○ 151
47 在町掟等之部
4407 店連判取置候儀ニ付家主共心得之事 ○ 152



























4583 拾五ケ所之外寄場渡世差止之事 ○ 156
4584 開帳入仏之節大造之出迎制禁之事 ○ 157





4589 入墨制禁之事 ○ 160
4590 葬礼仏事大造之執行制禁之事 ○ 161
4591 髪結床手数掛候障子簾等差止之事 ○ 162





4594 日覆船平常簾巻揚置候様可致之事 ○ 165
4595 出銭申掛等致候山伏体之者取締之事 ○ 166
4596 手遊之内不行儀之品差止之事 ○ 167
4597 土弓場取締之事 ○ 168
4599 寺社境内寄場香具土弓場等取締之事 ○ 169
4600 葭簀張水茶屋等願不致分取払之事 ○ 170
4602 髪結床妻ニ手伝為致候儀差止之事 ○ 171













4646 山王祭礼之節町入用減方可心掛之事 ○ 176









4672 隠売女正路之渡世替名主共世話之事 ○ 180




4689 花火ニ付代銀其外鍵屋玉屋江達之事 ○ 182







                   
                   
                  




4708 錦絵并合巻と唱候絵草紙等取締之事 ○ ○ 184
4709 差留之絵柄有之団扇売買致間敷之事 ○ 185
4710 新規出版物取締方之事 ○ ○ ○ ○ 186
4711 文学之儀ニ付諸家蔵板可心掛之事 ○ ○ 187
4712 医書新板之節医学館江草稿差出之事 ○ ○ 188
4713 風俗ニ拘候ニ付人情本売買停止之事 △ 189
4714 新規活字板も於学問所改之事 ○ ○ ○ ○ 190
4715 新暦頒行之事 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 191
4716 暦屋拾壱人之外暦類板行制禁之事 ○ 192
4717 風俗取締ニ付絵双紙懸名主心得之事 ○ 193
4717 風俗取締ニ付絵双紙懸名主心得之事 ○ 194













4749 両芝居等引移ニ付被下候替地之事 ○ 198
4751 堺町葺屋町替地町名唱方之事 ○ 199









4753 猿若町上納地請負望之者入札之事 △ 203
4755 旅稼之歌舞伎役者共抱入間敷之事 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 204
4756 族役者取締方之事 ○ 205
4757 猿若町番屋火消人足等ニ付心得之事 ○ 206




















































4884 禁制之品取上申出候名主御誉之事 ○ 217
4885 孝心ニ付宗三郎御褒美之事 ○ 218
4885 孝心ニ付政右衛門等御褒美之事 ○ 219










4890 町入用削減ニ付長八等御褒美之事 ○ 224





4893 忠義ニ付幸五郎御褒美之事 ○ 227
4893 孝心ニ付つる御褒美之事 ○ 228
4893 孝心ニ付栄吉御褒美之事 ○ 229
4893 孝心ニ付とよ御褒美之事 ○ 230
4894 孝心ニ付重吉御褒美之事 ○ 231
4895 忠義ニ付忠兵衛御褒美之事 ○ 232
4896 忠義ニ付次郎助御褒美之事 ○ 233
4897 孝心ニ付勇次郎等御褒美之事 ○ 234









4901 孝心ニ付つね御褒美之事 ○ 238




















4951 訴訟公事人共遅刻致間敷等之事 ○ 245
4953 金銀貸借利足引下之事 ○ ○ ○ ○ ○ 246

















○ ○ ○ 250




○ ○ ○ ○ 252









5068 偽役人召捕方ニ付町方心得之事 ○ 256







































○ ○ ○ ○ 264
6034 異国船取扱方改正ニ付浦々建札之事 ○ ○ ○ ○ 265
71 雑之部 6515 町触之趣厳重ニ可心得之事 ○ 266
453 5 210 40 10 76 71 10 7 4 3
* △は、「幕末集成」の「法文と字句・発令年月に著しい差異のあるもの、もしくは関連ある条項である。」（『江
戸町触集成　第 14 巻』塙書房、2000 年、凡例）
** ▽は、対校本の全文である（『江戸町触集成　第 14 巻』塙書房、2000 年、凡例）。
（二〇一八年十月一日受理）
（やまだ 　よういち 　共同研究員）
二六六
